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Ⅲ 一定の速さで流れている川の上流に地点Ａがあり，その5km下流に地点Ｃがあり

ます。2地点Ａ，Ｃの間に地点Ｂがあり，ＡＢ間の距離はＢＣ間の距離より短いです。

2せきの定期船Ｐ，Ｑは，

Ｐは Ａ→Ｂ→Ｃ→Ｂ→Ａ→･････，Ｑは Ｃ→Ｂ→Ａ→Ｂ→Ｃ→･････

の順でＡＣ間を往復します。

ＰはＡから，ＱはＣから同時に出発し，出発した後の地点Ａ，Ｂ，Ｃではそれぞれ5

分とまります。2せきの船の静水時の速さは同じであり，川の流れの速さの4倍です。

船がＡを出発してから，はじめてＣに着くまでに25分かかります。

ただし，川の幅は考えないこととします。

(1) 静水時の船の速さは分速何mですか。

(2) Ｐ，Ｑは，2地点Ｂ，Ｃの間で初めて出会いました。

その地点をＤとするときＡＤ間の距離は何mですか。

(3) Ｐ，Ｑが2回目に出会った地点はＢでした。

このとき，ＰはちょうどＢを出発するところで，ＱはＢに着いたところでした。

ＡＢ間の距離は何mですか。
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(1)

船は25－5＝20分で，5km＝5000m下るので，

下りの速さは5000÷20＝250m/分。

また，船の静水時の速さと流速の比は4：1なので，

右図から，下りの速さと静水時の速さの比は

(4＋1)：4＝5：4。

よって，船の静水時の速さは250× ＝200m/分。つまり，分速200m です。

(2)

流速は200× ＝50m/分ので，

上りの速さは200－50＝150m/分，下りの速さは250m/分で，

上りと下りの速さの比は150：250＝3：5。

よって，上図で，ＣＤ間の距離を1とすると，ＣＤ間の上りと下りにかかる時間の

比は1÷3：1÷5＝ ＝5：3。
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したがって，ＣＤの下りにかかる時間は25× 分となるので，

ＣＤ間の距離は150× ＝ m。

よって，ＡＤ間の距離は5000－ ＝ m です。

(3)

(2)のグラフの一部を上図のように移動すると，上図で四角形ＥＦＧＨは平行四辺

形になるので，ＡＢ間の距離はＣＤ間の距離に等しい。よって，(2)より，

ＡＢ間の距離は m です。
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